
有機修飾 ZrO2ナノ粒子を含有した 

プラスチックシンチレータの X線検出特性 

X-ray detection capabilities of plastic scintillators incorporated with ZrO2 nanoparticles 

surface-modified with organic molecules. 
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【緒言】放射光施設などで利用される高エネルギー光子の高い検出効率と，高速応答性とを兼備

するシンチレータの開発を目指し，重金属添加プラスチックシンチレータの研究が進められてい

る．その中で，我々のグループでは，主に有機修飾を施した HfO2ナノ粒子を添加したプラスチッ

クシンチレータを作製し，高エネルギーX 線検出効率の向上に成功した．本研究では，より多様

なＸ線エネルギーへの対応を企図し，有機修飾 ZrO2ナノ粒子のみを添加したプラスチックシンチ

レータを作製し，その X線検出特性を調べた． 

【実験】テトラヒドロフランにポリスチレンを溶解させ，そこに蛍光体として b-PBDを 0.5 mol%，

および，急速昇温型流通式反応装置を用いて作成した

フェニルプロピオン酸修飾 ZrO2 ナノ粒子を添加し，

ナノ粒子分散液とした．ナノ粒子の添加率は，ポリス

チレンに対して 0 ,5, 10,および 20 wt%とした．この溶

液を常温で一昼夜乾燥させることにより，厚さ約 1.0 

mmのナノ粒子含有プラスチックシンチレータを作製

した．67.4 keVの X 線に対して，波高スペクトルおよ

び時間分解能曲線を得た． 

【結果と考察】図 1に波高スペクトルを示す．同じ X

線光子数の入射に対し，検出イベント数は，ナノ粒子

を添加した場合に増加した．即ち，検出効率が増大し

た．発光量は 20 wt %を添加した場合に大幅に減少し

た．図 2に時間分解能曲線を示す．ナノ粒子の添加率

が多くなるにつれ，時間分解能がやや低下した．しか

し，添加率に関わらず顕著に長いテイルが生じていな

いため，高速応答性が維持されていた． 
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Fig.1 波高スペクトル 
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Fig.2 時間分解能曲線 
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